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総合エネルギー・資源・素材企業グループ JXTG ホールディングス株式会社（代表取締役社長：内田 幸雄）は、

全国2,300人に対して、国連で採択された17の持続可能な開発目標（以下、SDGs）に関する「社会や自身の変化に

求めることに関する意識」調査を行いました。SDGs とは 2015年 9月 

にニューヨーク国連本部において 150を超える加盟国首脳が参加し、成

果文書「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェ

ンダ」として採択され、人間、地球及び繁栄のための行動計画として、宣

言、目標をかかげています。 

本調査では、SDGs の目標について「自分が今後貢献すべきだと思う

か」と尋ねたところ 1 つ以上の目標について「貢献すべきだと思う」と答

えた人は全体の 74.7％となり、なにか行動を起こし貢献すべきだという

ひとりひとりの意識が高いことが分かりました。目標ごとにみると「すべ

ての人に健康と福祉を」（55.5％）や「貧困をなくそう」（52.0％）、「人や国

の不平等をなくそう」（51.8％）がトップ３となり、「飢餓をゼロに」（51.1％）、

「質の高い教育をみんなに」（同）、「ジェンダー平等を実現しよう」（同）と

続きます。（5頁目参照） 

 “SDGs”を「聞いたことはない」と答えた人は 85.0％となり、「聞いたこと

はあるが意味は分からない」と答えた人は 10.6％、「聞いたことがあり、

よく知っている」と答えた人は 4.4％と、認知度がまだまだ低いということ

が分かりました。 

 

 

 

  

 

自分が今後“SDGｓ”に貢献すべきだと思うことがある人は 74.7％ 
トップ３は「すべての人に健康と福祉」、「貧困をなくす」、「不平等をなくす」に。 

“SDGｓ”を聞いたことがない人は 85.0％にのぼる 

 

「社会や自身の変化に求めることに関する意識」調査 

Ｑ. SDGs を知っていますか 

（Ｎ=2,300/ＳＡ） 

 聞いたことがあり、よく知っている 

聞いたことがあるが、意味は知らない 

聞いたことはない 

4.4％ 

10.6％ 

85.0％ 

1.  “SDGs”を聞いたことがない人は 85.0％に。よく知っていると答えた人はわずか 4.4％  ・・・ P2 

2. 日本が貢献してほしいことは「海洋資源や海の豊かさを守る」約 8割 ・・・ P3 

3. ビジネスパーソンの 43.0％は「勤める会社は SDGsで貢献できている目標がない」と回答。 

約 6割が今後は「働きがいも経済成長も」に貢献すべきと回答。 ・・・ P4 

4. 今後貢献すべきだと思うことは「健康と福祉」、「貧困をなくす」、「不平等をなくす」 ・・・ P5 

5. 実感する社会問題 「自然災害の発生件数の増加」が最多（69.9％） ・・・ P6 

6. 将来の日本に期待すること 

  「衛生的な生活」、「住まいの安全、インフラ整備」、「自然災害への十分な対策」 ・・・ P7 
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【１】“SDGs”を聞いたことがない人は 85.0％に。よく知っていると答えた人はわずか 4.4％ 

世界的な解決目標であるSDGsについて「知っていますか」

と尋ねたところ、「聞いたことはない」と答えた人は全体の

85.0％、「聞いたことはあるが、意味は分からない」は 10.6％、

「聞いたことがあり、よく知っている」は 4.4％という結果になり、

認知度が低く、ほとんど知られていない現状が分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs にもつながる社会的問題への取り組みについても調べました。「日本では個人が主体の社会的な問題へ

の取り組みが遅れていると思うか」と尋ねたところ、全体の 68.7％が「遅れている」と答え、年代別にみると 60 代

（81.5％）が最も高く、30 代（60.9％）が最も低い結果となりました。また、「社会的な問題への取り組みに興味はある

か」と尋ねたところ、全体の 61.7％が「興味はある」と答え、年代別にみると 60代（72.6％）が最も高く、30代（53.3％）

が最も低い結果となりました。 

さらに「社会的な問題への取り組みを実際に行ったことがあるか」と尋ねたところ、全体では 22.5％が「行ったこと

がある」と答え、年代にみると 20代が最も高い結果（28.3％）となりましたが、全年代を通して興味はあるが実際行っ

ていない現状が浮かび上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ. SDGs を知っていますか（Ｎ=2,300/ＳＡ） 

聞いたことがあり、よく知っている 

聞いたことがあるが、意味は知らない 

聞いたことはない 

85.0％ 

4.4％ 

10.6％ 

日
本
で
は
個

人
が
主
体
の

社
会
的
な
問

題

へ
の
取

り

組
み
が
遅
れ

て
い
る
と
思

う 社
会
的
な
問

題

へ
の
取

り

組
み
に
興
味

は
あ
る 

社
会
的
な
問

題

へ
の
取

り

組
み
を
実
際

に
行
っ
た
こ
と

が
あ
る 

（％） 

Ｑ. 個人としての社会的な問題への取り組みについてお聞きします（SＡ） 

20代（N=368） 30代（N=460） 

40代（N=564） 

全体（N=2,300） 

50代（N=459） 60代（N=449） 



3 

 

【２】日本に貢献してほしいことは「海洋資源や海の豊かさを守る」が 79.3％でトップに 

SDGｓの目標について「日本は現在貢献していると思う」こと、「日本は今後貢献すべきだと思う」ことを尋ねました。

「現在貢献していると思う」ことは、「安全な水とトイレを世界中に」（55.7％）が最も高く、「質の高い教育をみんなに」

（45.0％）、「産業と技術革新の基盤をつくろう」（44.9％）と続きます。「今後貢献すべきだと思う」ことは、「海の豊かさ

を守ろう」（79.3％）、「すべての人に健康と福祉を」（79.2％）、「安全な水とトイレを世界中に」（78.8％）となり、すべて

の目標に 70％以上の人が今後貢献すべきだと回答。これからの日本の活動に期待を寄せている様子がうかがえ

ます。 

※各目標について「日本が今後貢献すべきだと思う」と答えた割合を降順に並べ替え 

 

 

  

Ｑ. 日本が現在貢献していると思う（Ｎ=2,300、ＭＡ） 

Ｑ. 日本が今後貢献すべきだと思う（Ｎ=2,300、ＭＡ） 

目標２（飢餓） 
飢餓をゼロに 

目標１（貧困） 
貧困をなくそう 

目標３（保健） 
すべての人に健康と福祉を 

目標４（教育） 
質の高い教育をみんなに 

目標５（ジェンダー） 
ジェンダー平等を実現しよう 

目標７（エネルギー） 
エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

目標８（経済成長と雇用） 
働きがいも経済成長も 

目標６（水・衛生） 

安全な水とトイレを世界中に 

 

目標９（インフラ、産業化、イノベーション） 
産業と技術革新の基盤をつくろう 

目標１０（不平等） 
人や国の不平等をなくそう 

目標１１（持続可能な都市） 
住み続けられるまちづくりを 

目標１２（持続可能な生産と消費） 

つくる責任、つかう責任 

目標１３（気候変動） 

気候変動に具体的な対策を 

目標１４（海洋資源） 
海の豊かさを守ろう 

目標１５（陸上資源） 
陸の豊かさも守ろう 

目標１６（平和） 
平和と公正をすべての人に 

目標１７（実施手段） 
パートナーシップで目標を達成しよう 

あてはまるものはない 

（％） 

日本が今後貢献すべきだと思う 日本が現在貢献していると思う 
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【３】ビジネスパーソンの 43.0％は「勤める会社は SDGsで貢献できている目標がない」と回答。 

約 6割が今後は「働きがいも経済成長も」に貢献すべきと回答。 

ビジネスパーソンに、勤めている会社が SDGs の目標に対して「現在貢献していると思う」ことと「今後貢献すべき

だと思うこと」ことを尋ねました。「現在貢献していると思う」ことは、「あてはまるものはない」が 43.0％で最も多い回

答となりました。「働きがいも経済成長も」（28.9％）、「すべての人に健康と福祉を」（28.6％）と続きます。そして、「今

後貢献すべきだと思う」ことは、「働きがいも経済成長も」（58.6％）、「すべての人に健康と福祉を」（55.2％）、「ジェン

ダー平等を実現しよう」（52.6％）となりました。 

※各目標について「勤め先が今後貢献すべきだと思う」と答えた割合を降順に並べ替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ. お勤め先が現在貢献していると思う（Ｎ=1,084、ＭＡ） 

Ｑ. お勤め先が今後貢献すべきだと思う（Ｎ=1,084、ＭＡ） 

目標２（飢餓） 
飢餓をゼロに 

目標１（貧困） 
貧困をなくそう 

目標３（保健） 
すべての人に健康と福祉を 

目標４（教育） 

質の高い教育をみんなに 

目標５（ジェンダー） 
ジェンダー平等を実現しよう 

目標７（エネルギー） 
エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

目標８（経済成長と雇用） 
働きがいも経済成長も 

目標６（水・衛生） 

安全な水とトイレを世界中に 

 

目標９（インフラ、産業化、イノベーション） 

産業と技術革新の基盤をつくろう 

目標１０（不平等） 
人や国の不平等をなくそう 

目標１１（持続可能な都市） 
住み続けられるまちづくりを 

目標１２（持続可能な生産と消費） 

つくる責任、つかう責任 

目標１３（気候変動） 
気候変動に具体的な対策を 

目標１４（海洋資源） 
海の豊かさを守ろう 

目標１５（陸上資源） 
陸の豊かさも守ろう 

目標１６（平和） 

平和と公正をすべての人に 

目標１７（実施手段） 
パートナーシップで目標を達成しよう 

あてはまるものはない 

（％） 

勤め先が今後貢献すべきだと思う 勤め先が現在貢献していると思う 
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【４】今後貢献すべきだと思うことは「健康と福祉」、「貧困をなくす」、「不平等をなくす」 

SDGｓの目標について「自分が現在貢献していると思う」こと、「自分が今後貢献すべきだと思う」ことを尋ねました。

「現在貢献していると思う」ことでは、全体の 56.9％の人が「あてはまるものがない」と答え、最も多い回答となり、半

数以上の人が貢献できていないと感じているようです。しかし、「今後貢献すべきだと思う」ことについては、「あては

まるものがない」と回答した人は 25.3％と最も低い結果で逆転する結果となり、1 つ以上の目標について「貢献すべ

きだと思う」と答えた人は全体の 74.7％であることが分かりました。回答率が高い目標は、「すべての人に健康と福

祉を」（55.5％）、「貧困をなくそう」（52.0％）、「人や国の不平等をなくそう」（51.8％）となりました。 

※各目標について「自分が今後貢献すべきだと思う」と答えた割合を降順に並べ替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ. 自分が現在貢献していると思う（Ｎ=2,300、ＭＡ） 

Ｑ. 自分が今後貢献すべきだと思う（Ｎ=2,300、ＭＡ） 

目標３（保健） 
すべての人に健康と福祉を 

目標１（貧困） 
貧困をなくそう 

目標２（飢餓） 
飢餓をゼロに 

目標４（教育） 

質の高い教育をみんなに 

目標５（ジェンダー） 
ジェンダー平等を実現しよう 

目標７（エネルギー） 
エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

目標１０（不平等） 
人や国の不平等をなくそう 

目標６（水・衛生） 
安全な水とトイレを世界中に 

 

目標１２（持続可能な生産と消費） 
つくる責任、つかう責任 

目標１５（陸上資源） 

陸の豊かさも守ろう 

目標１４（海洋資源） 

海の豊かさを守ろう 

目標８（経済成長と雇用） 

働きがいも経済成長も 

目標９（インフラ、産業化、イノベーション） 
産業と技術革新の基盤をつくろう 

目標１１（持続可能な都市） 

住み続けられるまちづくりを 

目標１３（気候変動） 

気候変動に具体的な対策を 

目標１６（平和） 
平和と公正をすべての人に 

目標１７（実施手段） 

パートナーシップで目標を達成しよう 

あてはまるものはない 

（％） 

自分が今後貢献すべきだと思う 自分が現在貢献していると思う 
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【５】実感する社会問題は「自然災害の発生件数の増加」が約 7割（69.9％） 

年代別では雇用問題や貧富の格差に関する問題の実感値も上位に！ 

「社会的な問題のなかで日々の生活で実感するもの」について尋ねました。実感する（“よく実感する”と“たまに

実感する”の合計）ことは、「自然災害の発生件数の増加」（69.9％）、「貧富格差の広がり」（62.2％）、「正規雇用と

非正規雇用の待遇の違い」（62.1％）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ. 社会的な問題のなかで日々の生活で実感するものはありますか？（Ｎ=2,300、ＭＡ） 

自然災害の発生件数の増加 

正規雇用と非正規雇用の待遇の違い 

貧富格差の広がり 

新しい技術やテクノロジーの進化 

鮮魚価格の高騰 

地域や家庭環境による教育格差の問題 

第一産業の後継者不足による 
食料自給率の減少（輸入食品の拡大） 

過疎などによる交通などのインフラ廃止 

３Ｒ（リユース、リデュース、リサイクル）の実践 

治安の悪化 

女性の社会進出の拡大が進んでいる 

河川などの水質汚染の問題 

フードロス問題 

漂着物などによる砂浜のごみ増加 

人工造林の放置による森林の荒廃 

自然災害への対策が実施されていること 

エネルギー枯渇問題 

保活問題（子どもを保育園に 

入れるために保護者が行う活動） 

働き方問題の解決に向けた風潮 

医者不足問題 

地球の温暖化対策に向けた 
取り組みの推進 

再生エネルギーへの転換の拡大 

一票の格差問題 

セクシュアルマイノリティーが受けている 
差別の問題 

よく実感する たまに実感する あまり実感しない 実感しない 
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■実感する社会問題（年代別上位５項目） 

「社会的な問題のなかで日々の生活で実感するもの」について、実感する（“よく実感する”と“たまに実感する”の

合計）ことを年代別にみると、全年代で「自然災害の発生件数の増加」が 1 位となり、2 位以下は年代ごとに実感す

る社会問題が異なることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

【６】将来の日本に期待すること 

「衛生的な生活」、「住まいの安全、インフラ整備」、「自然災害への十分な対策」 

「将来に向けて日本国内の変化にどの程度期待しているか」について尋ねました。期待する（“とても期待する”と

“やや期待する”の合計）ことは、「街がきれいに保たれ衛生的な生活がおくれること」（75.9％）、「居住地の安全や

インフラが保たれること」（75.0％）、「自然災害などの対策が十分にされること」（73.3％）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ. 将来に向けて日本国内の変化にどの程度期待しているか？（Ｎ=2,300、ＭＡ） 

街がきれいに保たれ衛生的な 
生活をおくれること 

居住地の安全やインフラが保たれること 

自然災害など対策が十分にされること 

各世帯の家族が必要な食料を確保できること 

再生可能エネルギーの導入が進むこと 

全ての人が十分な医療を受けることができ 
健康的な生活が確保できること 

海洋と海洋資源を保全しながら開発をすること 

消費と生産のバランスがとれ 
持続可能な社会であること 

森林や陸上生物の保護を持続的に行い 

多様性損失の阻止を図ること 

進学を望む場合には進学できること 

インフラが整備され産業化をささえるとともに 
イノベーションが拡大すること 

あらゆる人が不平等な扱いを受けないこと 

平和な社会の実現に向けて、すべての人々が
司法にアクセスできること 

女性の社会進出がより進むこと 

貧富の格差がなくなること 

持続可能な社会の実現にむけた手段を 

他の国と協調してすすめること 

持続可能な経済成長が続き 
雇用が確保されること 

よく実感する たまに実感する あまり実感しない 実感しない 

1位
自然災害の発生件数の増

加
62.8%

自然災害の発生件数の増

加
64.6%

自然災害の発生件数の増

加
67.6%

自然災害の発生件数の増

加
73.9%

自然災害の発生件数の増

加
80.2%

2位
正規雇用と非正規雇用の待

遇の違い
62.2% 貧富格差の広がり 60.0% 貧富格差の広がり 60.1%

正規雇用と非正規雇用の待

遇の違い
61.9%

正規雇用と非正規雇用の待

遇の違い
71.3%

3位 貧富格差の広がり 58.7%
正規雇用と非正規雇用の待

遇の違い
59.1%

正規雇用と非正規雇用の待

遇の違い
57.3% 貧富格差の広がり 61.2% 鮮魚価格の高騰 71.0%

4位
新しい技術やテクノロジー

の進化
55.7%

新しい技術やテクノロジー

の進化
53.5% 鮮魚価格の高騰 53.9%

新しい技術やテクノロジー

の進化
60.8% 貧富格差の広がり 70.6%

5位
地域や家庭環境による教

育格差の問題
54.6% 鮮魚価格の高騰 50.9%

新しい技術やテクノロジー

の進化
51.1% 鮮魚価格の高騰 59.0%

新しい技術やテクノロジー

の進化
68.6%

20代（N=368） 30代（N=460) 40代（N=564） 50代（N=459） 60代（N=449)



8 

 

■将来の日本に期待すること（年代別上位 5 項目） 

「将来に向けて日本国内の変化にどの程度期待しているか」について、期待する（“とても期待する”と“やや期待

する”の合計）ことを年代別にみると、全年代で「街がきれいに保たれ衛生的な生活がおくれること」が1位となりまし

た。2 位は 30～60 代が「居住地の安全やインフラが保たれること」、20 代のみ「各世帯の家族が必要な食料を確保

できること」という結果になり、期待する項目にも年代ごとの違いが現れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

調査期間：2017年 7月 28日～7月 31日 

調査方法：インターネット 

調査対象：全国 2,300人 

 

 年代 

20代 30代 40代 50代 60代 合計 

性別 女性 172 205 255 206 230 1,068 

男性 196 255 309 253 219 1,232 

合計 368 460 564 459 449 2,300 

 

1位
街がきれいに保たれ衛生的

な生活をおくれること
76.1%

街がきれいに保たれ衛生的

な生活をおくれること
74.3%

街がきれいに保たれ衛生的

な生活をおくれること
73.0%

街がきれいに保たれ衛生的

な生活をおくれること
72.5%

街がきれいに保たれ衛生的

な生活をおくれること
84.2%

2位
各世帯の家族が必要な食料

を確保できること
75.0%

居住地の安全やインフラが

保たれること
73.3%

居住地の安全やインフラが

保たれること
72.2%

居住地の安全やインフラが

保たれること
72.1%

居住地の安全やインフラが

保たれる
83.3%

3位
居住地の安全やインフラが

保たれること
74.7% 自然災害の十分な対策 71.1% 自然災害の十分な対策 71.8%

再生可能エネルギー導入の

促進
72.1%

各世帯の家族が必要な食料

を確保できること
83.1%

4位 自然災害の十分な対策 73.9%
再生可能エネルギーの導入

促進
69.6%

再生可能エネルギーの導入

促進
70.9% 自然災害の十分な対策 70.6%

再生可能エネルギーの導入

促進
81.1%

5位
再生可能エネルギーの導入

促進
71.7%

十分な医療を受けることが

でき健康的な生活の確保
69.3%

各世帯の家族が必要な食料

を確保できること
70.9%

十分な医療を受けることが

でき健康的な生活の確保
70.2%

十分な医療を受けることが

でき健康的な生活の確保
81.1%

20代（N=368） 30代（N=460) 40代（N=564） 50代（N=459） 60代（N=449)


